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Abstract
Chuo-ginko Club （1935） is the first public architecture by Arata Endo in Shinkyo, Manchria. This club is 
very different from his famous work; Koshien Hotel （1927） in Japan from the view point of the decorative 
method. At that moment, Japanese architects should represent the Japanese character in their works as the na-
tional architects mostly in the territory under Japan control in modern age until the end of World War Second. 
Hence Endo should also do so in Shinkyo. I will exam Endo’s concept for Chuo-ginko Club to clarify his 
original method, which might be deferent from his master; Frank Lloyd Wright’s one and might deeply con-














































































































































































































































1）　 参考文献 5），p. 265， l. 13～p. 267， l. 2，「1940 年，北陵公園に 5000 坪の土地を取得し，リゾートホテルとして
建設に着手したものである．このホテルは，北陵公園の風致景観と一体をなし，総延坪 3500 坪，客室数 200，
他に大小宴会場を有していた．藤田九一郎は採算を度外視して工事を進め，500 余万円と投じ，1945 年に 8 割
方完成し，残額 100 万円を残して敗戦となり，工事中止となった」
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5）　参考文献 1），P. 37，上段，p. 37，l. 1～10
6）　参考文献 3），p. 83，l. 7～p. 83，l. 6，参考文献 5），p. 262，l. 16， 17
7）　参考文献 5），p.262，l.15 ～ p.264，l.5
8）　 参考文献 7），8），甲子園ホテルは，南面する池と敷地周辺の松林などの立地条件が，空間構成および装飾の
コンセプトに取り込まれて展開していることを明らかにしている．
9）　参考文献 1），p. 117，l. 1～9
10） 西村好事による設計，参考文献 3），p. 84，l. 11～p. 85，l. 2，参考文献 5）p. 258，l. 10～262， l. 9
11） 参考文献 2），1994. 6. 13，3 段 l. 14～6 段 l. 10
12） 参考文献 3），p. 83，l. 7～10，参考文献 5）p. 262，l. 15～p. 264，l. 5
13） 設計依頼は，1931 年．参考文献 1），p. 176，上段，l. 4，年表によると，竣工は，1933 年．前掲書，p. 242
14） 前掲書，p. 176，l. 10
15） 甲子園ホテルは，1928 年に基本設計，1930 年竣工．参考文献 8）
16） 参考文献 1），p. 176，上段，l. 8， 9
17）  後にインターナショナルスタイルとよばれる，無装飾による合理性の表現は，日本でも，山田守，吉田鉄郎，
山口文象，堀口捨己などの 1920 年代または 1930 年代の作品に見られる．帝国ホテルによる新大阪ホテルも同
様の合理性が重視されている．
18） 参考文献 1），p. 178,
19） 前掲書，p. 117，上段 l. 9，この行以降，特に遠藤は石については言及していない．






22） 参考文献 1），p. 117，下段 l. 4， 5
23）  遠藤の文体は，直感的に捉えた事象をできるだけ単純で分かりやすく伝えようとしており，論文というよりむ
しろ講演に近いと思う．その中で，ときどき，「勿体なや，祖師は」（前掲書，p. 62，上段 l. 26，）「小乗門」（参




24）  もとは，牧谿による瀟湘八景図巻（各図に詩を付け 4 図ずつ収録する全 2 巻の巻物）を足利義満は，8 幅の掛け
軸にした．後に，徳川家康，松平不眛など権力者や文化人の所有を経た．
25） 参考文献 1）p. 11 上段 l. 10～p. 84 上段 l. 22
26）  前掲書，p. 178，上段 l. 26， 27，筆者は 2010 年 1 月に，事実増築がなされていた事を現地で確認した．しかし
ながら，その僅か数年後，戦況は厳しい状況となり，中央銀行理事・梅震は，理事邸に住まず，課長社宅に住
んでいたという記述があるから，かなり厳しい状況の下で増改築が行われたと想像される．参考文献 3）p. 88， 
l. 3～5
27）  参考文献 3）p. 83， l. 3， 4，見渡す限りが土，とはいえ，南に開く当時の都市景観を取り込んで効果があった事
が想像される．また，新京が，近代都市計画，都市経営の観点からも水準の高いもので，満州に進駐していた
米軍の将軍も評価していた．参考文献 5）p. 330， l. 6～12






必要であった．」参考文献 1）p. 178，上段 l. 6～10
29） 前掲書，p. 178，上段 l. 32～下段 l. 1
30） 参考・引用文献 9）
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